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V306a シミュレーションを用いた IXPE衛星による広がった天体の軟X線偏光解析
手法の研究
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Imaging X-ray Polarimetry Explorer(IXPE衛星)は 2021年に打ち上げ予定の 2-10 keV帯域の高感度軟X線偏
光撮像衛星で、米伊日の国際協力で進められ、フライト品は全て米国に集まり、まもなく衛星へのインテグレー
ションが開始される。日本からはハードウェア提供に加え、専用の観測シミュレーター (ixpeobssim)を用いて打
ち上げ前の解析手法の確立に貢献している。ixpeobssimは観測予想天体の偏光を含む物理情報を予め設定し、予
想される装置の応答を考慮して擬似観測を行える。出力データ解析にはストークスパラメータを用い、任意の範
囲でストークスQ,Uの値を測定することで空間分解して解析できる。この手法をX線でも明るいかに星雲を想定
した観測結果に適用した。春季年会では、過去の PoGO+とOSO-8の観測結果に基づいて、X線トーラスの内外
の方位角をそれぞれ 124 deg、156 deg、偏光度 19 %は共通としたモデルで擬似観測を行い、パルサーの座標を
中心にトーラスに沿ってドーナツ状に切り抜いた際の結果を報告した。今回はより現実的な 100 ksecで擬似観測
を行い、イベント数の約 40 %を削除してパルサーの影響を除き星雲の偏光情報を再現できた。また超新星残骸
の空間分解とスペクトル解析を合わせた偏光解析手法も検討している。本講演では IXPEの開発状況と、より現
実的な状況での解析結果の報告、議論を行う。


